
石川県立美術館だより BIJUTSUKAN
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大樋長左衛門 指絵・金彩「双馬行萬里」

城下町金沢 －武士と人々の暮らし－
百万石大名の装い －武具･甲冑･陣羽織－

● 新収蔵品紹介
● 今年度の普及事業
● 展覧会回顧 西出大三展
● 図書・情報コーナーより
● キッズプログラム　年間予定／夏休み体験講座
● 行事予定
● 所蔵品紹介

第45回 日展 金沢展

前田利長没後400年
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5
月
26
日（
月
）

6
月
2
日（
月
）

4
日（
水
）

6
日（
金
）

9
日（
月
）

11
日（
水
）

13
日（
金
）

28
日（
水
）

30
日（
金
）

《
日
本
画
》

古
澤　

洋
子

松
永　
　

敏

《
洋　

画
》

阿
戸　

猛
子

太
佐
寿
一
郎

《　

書　

》

髙
廣　

幸
悠

《
彫　

刻
》

石
田　

陽
介

《
日
本
画
》

中
町　
　

力

竹
内　

昌
二

《
彫　

刻
》

江
藤　
　

望

《
工　

芸
》

小
西　

啓
介

川
本　

敦
久

《
工　

芸
》

山
岸　

大
成

石
田
巳
代
治

《
洋　

画
》

曽
我　
　

章

大
丸　

七
代

《
日
本
画
》

仁
志
出
龍
司

佐
藤　

俊
介

《
洋　

画
》

松
下　

久
信

荒
木　

幸
子

《　

書　

》

三
藤　

観
映

《
工　

芸
》

戸
出　

克
彦

高
名
秀
人
光

《
日
本
画
》

平
木　

孝
志

柳
橋　

広
司

《
彫　

刻
》

山
瀬　

晋
吾

《
彫　

刻
》

谷
村　

俊
英

《
工　

芸
》

武
腰　

一
憲

木
谷　

陽
子

《
洋　

画
》

青
木　

良
識

佐
々
波
啓
子

《
日
本
画
》

瀧
川　

眞
人

西
出　

茂
弘

《
洋
画
》

松
田　

寧
子

土
田
佳
代
子

《　

書　

》

堀
井　

聖
水

《
工　

芸
》

百
貫　

俊
夫

中
村　

基
克

《　

書　

》

干
場　

昇
龍

《
彫　

刻
》

村
井　

良
樹

《
彫　

刻
》

野
畠
耕
之
介

《
工　

芸
》

大
樋　

年
雄

鶴
見　

保
次

《
日
本
画
》

戸
田　

博
子

原
田　
　

恵

◇
主
な
出
品
作
家（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

10
時
30
分
〜
12
時

13
時
〜
14
時
30
分

14
時
30
分
〜
16
時

◇
観
覧
料

◇
作
品
解
説
日
程

【
展
覧
会
事
務
局
】

大　

人

中
高
生

小
学
生

※

当
館
友
の
会
会
員
は
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金
に
な
り
ま
す
。

一
、〇
〇
〇
円

七
〇
〇
円

四
〇
〇
円

九
〇
〇
円

六
〇
〇
円

三
〇
〇
円

八
〇
〇
円

五
〇
〇
円

三
〇
〇
円

〒
九
二
〇―

八
五
八
八 
金
沢
市
南
町
二
番
一
号　
　

北
國
新
聞
社
事
業
局
内

第
四
十
五
回
日
展
金
沢
展
事
務
局

電
話
〇
七
六―

二
六
〇―

三
五
八
一

武腰敏昭　無鉛釉上絵染付「朝」

5月24日（土）～6月15日（日） 会期中無休

第45回 日展 金沢展

村田省蔵　豊穣 三谷吾一　さえずる

主催／北國新聞社、公益社団法人日展、日展石川会
後援／石川県、石川県教育委員会、金沢市、金沢市教育委員会、一般財団法人石川県芸術文化協会、一般財団法人石川県美術文化協会、
　　　NHK金沢放送局、北陸放送、テレビ金沢、エフエム石川、ラジオかなざわ、ラジオこまつ、ラジオななお、金沢ケーブルテレビネット

　

日
展
は
長
い
伝
統
を
持
ち
、所
属
作
家
層
の
厚
さ
と
優
れ

た
作
品
で
知
ら
れ
、日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
美
術
・
書
の

各
分
野
を
網
羅
し
、わ
が
国
最
大
・
最
高
水
準
の
総
合
美
術

展
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

日
展
は
明
治
四
十
年
の
文
部
省
第
一
回
美
術
展
と
し
て

発
足
以
来
、そ
の
時
々
の
改
革
を
重
ね
な
が
ら
、常
に
わ
が

国
の
美
術
界
の
中
核
と
し
て
日
本
美
術
文
化
に
貢
献
し
て

き
ま
し
た
。今
回
は
、昭
和
四
十
四
年
の
改
組
か
ら
数
え
て

四
十
五
回
目
の
展
覧
会
と
な
り
ま
す
。

　

東
京
の
本
展
出
品
作
の
中
か
ら
、文
化
勲
章
受
章
者
、文

化
功
労
者
、日
本
芸
術
院
会
員
、日
展
理
事
、評
議
員
、会
員
な

ど
の
秀
作
と
、特
選（
石
川
県
関
係
で
は
洋
画
で
青
木
良
識
、

本
山
二
郎
、工
芸
美
術
で
木
谷
陽
子
、百
貫
登
与
彦
）な
ど
の

受
賞
作
品
を
基
本
作
品
と
し
、こ
れ
に
石
川
県
内
在
住
、出

身
作
家
の
作
品
を
合
わ
せ
、約
四
百
点
を
展
示
し
ま
す
。

〈
日
本
画
〉

岩
倉
寿
、川
崎
鈴
彦
、鈴
木
竹
柏
、瀧
川
眞
人
、土
屋
禮
一
、

中
路
融
人
、能
島
和
明
、福
田
千
惠

〈
洋
画
〉

円
地
信
二
、庄
司
栄
吉
、寺
坂
公
雄
、中
山
忠
彦
、塗
師
祥
一

郎
、藤
森
兼
明
、村
田
省
蔵

〈
彫
刻
〉

雨
宮
敬
子
、石
田
康
夫
、川
崎
普
照
、得
能
節
朗
、中
村
晋

也
、野
畠
耕
之
介
、橋
本
堅
太
郎
、山
本
眞
輔

〈
工
芸
美
術
〉

伊
藤
裕
司
、今
井
政
之
、大
樋
長
左
衛
門
、奥
田
小
由
女
、武

腰
敏
昭
、中
井
貞
次
、三
谷
吾
一
、森
野
泰
明

〈
書
〉

新
井
光
風
、井
茂
圭
洞
、池
田
桂
鳳
、杭
迫
柏
樹
、黒
田
賢

一
、樽
本
樹
邨
、日
比
野
光
鳳
、星
弘
道
、吉
川
蕉
仙

当　

日

団　

体

前
売
り

第3～9展示室
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ー武具・甲冑・陣羽織ー

県文 「金沢城下図屏風」 福島秀川筆 鯰尾形兜　二代前田利長所用

5月22日（木）～6月15日（日） 会期中無休

百万石大名の装い
前田利長没後400年

5月22日（木）～6月15日（日） 会期中無休

　

百
万
石
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
開
催
す
る
恒
例
の
展
示
で

す
。前
田
育
徳
会
に
は
初
代
藩
主
前
田
利
家
か
ら
十
四
代
藩

主
前
田
慶
寧
に
至
る
武
具
甲
冑
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
と
に
古
い
時
代
の
も
の
は
、使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
経

年
変
化
に
よ
る
損
傷
も
あ
り
、近
年
は
三
年
で
一
巡
す
る
よ

う
に
展
示
し
て
お
り
ま
す
。今
回
は
、二
代
前
田
利
長
か
ら

六
代
前
田
吉
徳
の
武
具
甲
冑
と
陣
羽
織
を
公
開
し
ま
す
。

　

今
年
は
、二
代
利
長（
一
五
六
二
〜
一
六
一
四
）の
没
後

四
百
年
を
迎
え
ま
し
た
。利
長
は
加
賀
藩
祖
利
家
と
ま
つ

（
芳
春
院
）の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、豊
臣
秀
吉
や
父
利
家

の
没
後
か
ら
徳
川
家
康
に
よ
る
江
戸
幕
府
成
立
に
至
る
難

局
の
時
代
を
、前
田
家
の
存
続
を
守
る
こ
と
を
第
一
と
し

た
苦
渋
の
政
治
判
断
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
、加
賀
藩
の
礎

を
築
き
ま
し
た
。慶
長
十
年（
一
六
〇
五
）、三
代
利
常
に
家

督
を
譲
り
富
山
城
へ
隠
居
し
ま
す
が
焼
失
し
、高
岡
城（
高

山
右
近
の
縄
張
と
い
わ
れ
る
）を
築
き
移
り
ま
し
た
が
、病

の
た
め
五
十
三
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

利
長
所
用
と
伝
わ
る
鯰
尾
形
兜
を
三
年
ぶ
り
に
公
開
し
、

武
将
利
長
を
偲
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。あ
わ
せ
て
、刀（
長
次

作
・
成
巽
閣
蔵
）を
展
示
し
ま
す
。こ
れ
は
利
常
が
利
長
の
菩

提
寺
と
し
て
建
立
し
た
高
岡
の
瑞
龍
寺
に
、奉
納
し
た
う
ち

の
一
口
で
す
。四
代
光
高
の
早
逝
に
よ
り
、わ
ず
か
三
歳
で

家
督
を
相
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
五
代
綱
紀
の
武
運
長
久

を
願
い
、加
賀
藩
領
内
の
二
十
二
名
の
刀
工
に
命

じ
て
作
ら
せ
た
も
の
で
す
が
、今
日
で
は
二
口
の

み
が
伝
わ
る
貴
重
な
作
品
で
す
。そ
の
他
約
二
十

五
点
の
作
品
か
ら
、百
万
石
大
名
の
武
の
世
界
を

紹
介
し
ま
す
。

　

加
賀
藩
祖
・
前
田
利
家
の
金
沢
城
入
城
に
ち
な
ん
で
毎

年
開
催
さ
れ
る「
金
沢
百
万
石
ま
つ
り
」は
、毎
年
人
気
俳

優
が
扮
す
る
馬
上
の
利
家
が
勇
壮
華
麗
に
市
内
を
回
る

「
百
万
石
パ
レ
ー
ド
」を
メ
イ
ン
と
し
た
金
沢
市
の
お
祭

り
で
す
。今
年
は
こ
の
時
期
に
あ
わ
せ
て
、江
戸
時
代
の

金
沢
に
暮
ら
す
武
士
や
人
々
の
姿
を
、絵
画
や
工
芸
作
品

を
と
お
し
て
紹
介
す
る
特
集
展
示
を
、第
2
展
示
室
で
開

催
し
ま
す
。

　

金
沢
随
一
の
繁
華
街
と
い
え
ば
、今
も
昔
も
片
町
で

し
ょ
う
。現
在
の
国
道
一
五
七
号
線
に
あ
た
る
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
は
、か
つ
て『
北
国
街
道
』と
呼
ば
れ
、瀬
戸
物
商

に
呉
服
商
、造
り
酒
屋
な
ど
様
々
な
商
店
が
軒
を
連
ね
て

い
ま
し
た
。犀
川
大
橋
は
、行
商
人
だ
け
で
な
く
、武
士
や

百
姓
、こ
ど
も
た
ち
で
賑
わ
う
名
所
で
し
た
。こ
の
周
辺
一

帯
の
光
景
を
描
い
た
の
が
石
川
県
指
定
文
化
財『
金
沢
城
下

図
屏
風
』（
福
島
秀
川
筆
）で
、ご
り
採
り
や
鮎
釣
り
な
ど
、犀

川
に
遊
ぶ
人
々
の
様
子
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、工
芸
作
品
と
し
て
ご
紹
介
す
る
の
が
、『
紅
糸
威
仁

王
胴
具
足
』（
村
井
長
頼
所
用
）で
す
。華
や
か
な
紅
糸
を
用

い
、叩
塗
に
金
箔
押
の
胴
部
に
、あ
ば
ら
骨
と
乳
首
と
い
う

大
胆
な
デ
ザ
イ
ン
を
打
ち
出
し
た
こ
の
甲
冑
は
、昨
年
フ
ラ

ン
ス
・
パ
リ
で
も
展
示
さ
れ
、大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

　

以
上
二
点
は
、い
ず
れ
も
県
立
歴
史
博
物
館（
歴
博
）の
所

蔵
品
で
す
。歴
博
は
現
在
改
修
工
事
に
よ
る
休
館
中
の
た

め
、歴
博
と
本
館
所
蔵
品
を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
展
示
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

ー武士と人々の暮らしー
城下町金沢

べ
に
い
と
お
ど
し
に

お
う
ど
う
ぐ
そ
く

た
た
き
ぬ
り

前田育徳会尊經閣文庫分館第2展示室
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木
竹

木
竹

木
竹

人
形

人
形

人
形

人
形

人
形

人
形

人
形

日
本
画

日
本
画

日
本
画

日
本
画

日
本
画

日
本
画

日
本
画

油
彩
画

油
彩
画

油
彩
画

油
彩
画

油
彩
画

素
描

素
描

素
描

素
描

彫
塑

作
家
資
料

作
家
資
料

作
家
資
料

作
家
資
料

神
代
杉
挽
曲
造
木
象
嵌
食
籠

桑
造
軸
箱

桑
造
金
銀
縮
れ
線
象
嵌
文
鎮

木
芯
桐
塑
人
形「
樹
精
」

木
芯
桐
塑
人
形｢

森
の
秋
」

木
芯
桐
塑
人
形｢

日
溜
り
」

木
芯
桐
塑
人
形「
通
り
雨
」

木
芯
桐
塑
人
形「
お
マ
マ
ご
と
」

木
芯
桐
塑
人
形「
愛
し
き
子
」

木
芯
桐
塑
人
形「
野
の
小
径｣

ひ
る
さ
が
り
の
僧
院

朝
の
中
之
島

た
そ
が
れ
の
街

朝
日
の
当
た
る
街

写
生
画
巻

TH
E B
R
O
N
X

氷
食

初
秋

初
夏
の
香
り

舟く
も

風
蝕
・
南
瓜U

C

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク﹇
阿
蘇
﹈

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク﹇
山
梨
﹈

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク﹇
姥
子
、金
剛
会
春
季
﹈

女
性
像

金
森
徳
太
郎
像

絵
皿「
嫁
ぐ
人
へ
」

書
簡
・
葉
書
・
自
画
像

長
火
鉢
・
八
角
火
鉢

図
案

灰
外　

達
夫

氷
見　

晃
堂

氷
見　

晃
堂

井
口　

十
糸

井
口　

十
糸

井
口　

十
糸

井
口　

十
糸

井
口　

十
糸

井
口　

十
糸

井
口　

十
糸

山
本　

知
克

山
本　

知
克

山
本　

知
克

山
本　

知
克

川
端　

玉
章

中
町　
　

力

古
澤　

洋
子

長
谷
川　

清

長
谷
川　

清

開　
　

光
市

開　
　

光
市

能
島　

芳
史

須
田
国
太
郎

須
田
国
太
郎

須
田
国
太
郎

鴨
居　
　

玲

都
賀
田
勇
馬

鴨
居　
　

玲

鴨
居　
　

玲

氷
見　

晃
堂

氷
見　

晃
堂

平
成
二
十
六
年

昭
和
四
十
九
年

昭
和
四
十
八
年

昭
和
五
十
四
年

昭
和
五
十
八
年

昭
和
五
十
九
年

昭
和
六
十
一
年

平
成
三
年

平
成
十
一
年

昭
和
五
十
〜
六
十
年
代

昭
和
四
十
四
年

昭
和
五
十
五
年

平
成
二
年

平
成
十
一
年

明
治

平
成
二
十
三
年

平
成
十
五
年

平
成
九
年

平
成
十
七
年

平
成
九
年

平
成
十
五
年

平
成
二
十
四
年

昭
和
三
十
年

昭
和
三
十
年

昭
和
三
十
年

昭
和
五
十
七
年

昭
和
二
十
年

昭
和
三
十
二
年

昭
和
二
十
三
年
頃

昭
和
十
五
年
頃

昭
和

1234567891011121314151617181920212223242526271234

新収蔵品紹介
平成25年度

平成25年度は、下表のとおり新たに27点の作品が収蔵されました。そのほか4点の資料の寄付を賜りました。皆様には、改めて厚く
御礼を申し上げます。これで平成24年3月31日現在の収蔵品は、3，247点となりました。今後とも当館事業へのご支援を賜りますよ
うお願い申し上げます。

分
類

作
品
名

作
者
名

制
作
年

一
合

一
合

一
点

一
躯

一
躯

一
躯

一
躯

一
躯

一
躯

一
躯

一
面

一
面

一
面

一
面

一
巻

一
面

三
面
一
組

一
面

一
面

四
面
一
組

四
面
一
組

一
面

一
冊

一
冊

一
冊

一
面

一
点

一
口

三
件

二
点

一
件

員
数

灰
外　

達
夫

氷
見　

善
信

氷
見　

善
信

井
口
と
し
子

井
口
と
し
子

井
口
と
し
子

井
口
と
し
子

井
口
と
し
子

井
口
と
し
子

井
口
と
し
子

山
本　

喆
子

山
本　

喆
子

山
本　

喆
子

山
本　

喆
子

吉
田　

倫
子

中
町　
　

力

長
谷
川　

清

長
谷
川　

清

能
島　

芳
史

須
田　
　

寛

須
田　
　

寛

須
田　
　

寛

西
村　

信
昭

金
森　

一
馬

木
村　

温
彦
・
越
前　

直
美

向
田
タ
ミ
コ

竹
守　

登
美

氷
見　

善
信

寄
附
者（
敬
称
略
）

No.
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平
成
二
十
六
年
度
の
普
及
事
業
を
ご
案
内
し
ま

す
。今
年
度
も「
土
曜
講
座
」、「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー

ク
」、「
講
演
会
」、「
百
万
石
文
化
講
座
」、「
映
像
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」、「
キ
ッ
ズ
☆
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、「
美
術
館
バ

ス
ツ
ア
ー
」、「
文
化
財
現
地
見
学
」、「
学
校
出
前
講

座
」な
ど
、多
彩
な
内
容
で
当
館
の
普
及
事
業
を
展

開
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、前
号
で
も
ご
案
内
し
た「
土
曜
講
座
」で
す

が
、本
年
度
は
当
初
の
予
定
に
三
回
を
加
え
計
二
十

七
回
の
講
座
と
な
り
ま
し
た
。会
場
は
美
術
館
講
義

室
、時
間
は
土
曜
日
の
午
後
一
時
三
〇
分
〜
三
時
頃

ま
で
。「
石
川
県
の
魅
力
発
信
」と
い
う
共
通
テ
ー
マ

に
、各
自
の
担
当
展
覧
会
や
調
査
研
究
を
も
と
に
自

由
テ
ー
マ
を
加
味
し
、五
月
十
日
か
ら
二
十
七
年
三

月
十
四
日
ま
で
、八
月
を
の
ぞ
い
て
、毎
月
行
い
ま

す
。ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
が
、県
民
大
学
校

の
教
養
講
座
の
一
つ
と
も
な
り
ま
す
の
で
、そ
の
場

合
は
県
民
大
学
校
受
講
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

（
当
館
で
も
行
え
ま
す
。）も
ち
ろ
ん
、申
し
込
み
な

し
で
そ
の
う
ち
の
一
回
だ
け
を
受
講
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

企
画
展
で
の「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
」は
、日
曜
日

の
午
前
十
一
時
か
ら
約
一
時
間
を
予
定
し
て
い
ま

す
。既
に
、『
新
紀
元 

革
新
の
視
座
』展
で
ご
参
加
い
た

だ
い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。作
品
を

前
に
し
た
と
き
、文
字
に
よ
る
説
明
で
は
な
く
、簡
単

な
解
説
を
聞
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク

は
そ
う
し
た
思
い
に
答
え
る
も
の
で
す
。一
方
的
な

説
明
で
は
な
く
、合
い
の
手
の
よ
う
に
質
問
を
発
し

て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

　
「
キ
ッ
ズ
☆
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、制
作
体
験
と
鑑
賞

講
座
を
行
い
ま
す
。制
作
は
夏
休
み
に
行
い
ま
す

が
、事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。鑑
賞
は
申
し

込
み
不
要
で
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
の
作
品
を
中

心
に
、親
子
で
語
り
合
い
な
が
ら
鑑
賞
し
ま
す
。ご

家
族
そ
ろ
っ
て
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
ホ
ー
ル
を
一
般
の
方
々
に
ピ
ア
ノ
や
邦

楽
な
ど
の
発
表
会
場
と
し
て
貸
出
し
て
い
ま
す
。貸

出
の
期
間
は
当
館
主
催
の
企
画
展
な
ど
大
型
展
を

行
わ
な
い
時
期
と
な
り
ま
す
の
で
、制
限
さ
れ
る
の

で
す
が
、大
変
好
評
で
、一
年
前
か
ら
受
付
を
行
い
、

申
込
が
重
な
っ
て
抽
選
を
行
う
こ
と
も
ま
ま
あ
り

ま
す
。従
っ
て
、美
術
映
画
や
ビ
デ
オ
を
上
映
す
る

「
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」の
回
数
が
め
っ
き
り
減
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、月
に
一
度
は
開
催
中
の
展
覧
会

に
関
連
し
た
内
容
の
映
像
を
上
映
し
て
、作
品
鑑
賞

の
補
助
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

近
年
普
及
事
業
と
し
て
特
に
力
を
入
れ
て
い
る

の
は
、「
学
校
出
前
講
座
」で
す
。ほ
ぼ
毎
年
十
校
を

め
ど
に
、県
立
美
術
館
に
来
館
す
る
こ
と
が
難
し
い

地
域
の
小
中
学
校
に
、当
館
の
近
現
代
作
品
を
持
ち

込
ん
で
鑑
賞
授
業
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。大
き

な
日
本
画
や
油
絵
を
前
に
し
た
生
徒
た
ち
の
き
ら

き
ら
と
し
た
表
情
を
見
る
と
、体
力
の
い
る
事
業
で

す
が
、開
催
し
て
よ
か
っ
た
と
い
う
思
い
が
ふ
つ
ふ

つ
と
わ
い
て
き
ま
す
。

　

企
画
展
や
特
別
陳
列
に
関
連
し
て
外
部
か
ら
講

師
を
招
い
て
行
う「
講
演
会
」と
加
賀
藩
主
の
生
活

や
尊
經
閣
文
庫
を
中
心
と
し
た
内
容
で
年
三
回
行

う「
百
万
石
文
化
講
座
」、そ
し
て
一
泊
二
日
の「
文

化
財
現
地
見
学
」、日
帰
り
の「
美
術
館
バ
ス
ツ

ア
ー
」は
、詳
細
を
こ
れ
か
ら
の「
美
術
館
だ
よ
り
」

や
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
い
て
、ご
確
認
下
さ
い
。本
年

度
も
皆
様
方
の
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

平成26年度の普及事業
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き
り
か
ね

展覧会回顧

　

馴
染
み
の
な
い
言
葉
が
多
い
工
芸
技
術
の
中
で
も
截
金
と
聞
い
て
、す

ぐ
に
イ
メ
ー
ジ
が
出
来
る
方
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。截
金
の
人
間
国
宝
、

西
出
大
三
氏
の
作
品
群
は
予
備
知
識
な
し
で
観
て
も
美
し
い
の
で
す
が
、

展
示
を
行
う
以
上
、も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
理
解
を
促
し
た
い
と
い
う
の

は
、私
た
ち
学
芸
員
が
常
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
で
す
。制
作
年
代
で
作

風
を
追
う
こ
と
に
加
え
、鑑
賞
の
ガ
イ
ド
に
な
る
よ
う
、鳥
、源
氏
物
語
、

仏
教
な
ど
制
作
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
元
に
、い
く
つ
か
の

セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
け
ま
し
た
。

　

仏
教
美
術
と
縁
が
深
い
截
金
の
説
明
と
し
て
、東
京
国
立
博
物
館
、東

京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
、神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
の
資
料
を
パ
ネ
ル
展

示
し
、さ
ら
に
ポ
ー
ラ
伝
統
文
化
振
興
財
団
か
ら
、氏
の
技
術
記
録
映
画

を
お
借
り
し
て
、展
示
室
脇
で
上
映
し
た
と
こ
ろ
、何
度
も
展
示
を
見
返

す
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
截
金
の
人
間
国
宝
三
人
の
中
で
た
だ

一
人
、自
ら
行
う
素
地
の
木
彫
の
高
い
技
術
、こ
れ
ら
を
紹
介
す
る
初
期

の
木
彫
作
品
に
も
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。そ
し
て
会
期
中
截
金
の

実
演
を
行
っ
た
、截
金
ガ
ラ
ス
作
家
山
本
茜
さ
ん
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

多
数
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
伝
統
工
芸
展
出
品
作
を
中
心
と
し
た
、西
出
氏
の
代
表
作
を
ま
と

め
て
展
示
す
る
こ
と
は
、平
成
五
年
の
加
賀
市
美
術
館
で
の
展
示
以
来
の

こ
と
で
す
。氏
の
作
品
を
最
も
多
く
所

蔵
す
る
館
と
し
て
、で
き
る
限
り
多
く

の
作
品
で
業
績
を
紹
介
で
き
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
本
展
開
催
に
当
た
っ
て
多

大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
ご
関
係

者
、ご
出
品
者
の
皆
さ
ま
に
、こ
の
場

を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

図
書
・
情
報
コ
ー
ナ
ー
よ
り

「生誕100年 截金 人間国宝・西出大三
                           ―平安の美を求めて―」

特別陳列

　

金
沢
で
は
毎
年
六
月
、恒
例
の「
百
万
石
ま
つ
り
」が
華
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

周
知
の
と
お
り
本
祭
は
、加
賀
藩
祖
・
前
田
利
家
が
天
正
十
一
年（
一
五
八
三
）六
月
十
四

日（
新
暦
）に
金
沢
城
に
入
城
し
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。当
館
で

は
、昭
和
五
十
八
年
の
新
館
開
館
以
来
、前
田
育
徳
会
の
所
蔵
に
な
る
加
賀
前
田
家
由
来

の
文
化
財
を
公
開
す
る
専
用
の
展
示
室
を
設
け
、常
時
公
開
す
る
と
と
も
に
、加
賀
百
万

石
の
芸
術
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
特
別
展
を
企
画
し
、そ
の
す
ぐ
れ
た
文
化
の
諸
相
を

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、新
館
開
館
以
前
に
は
、前
田
家
ゆ
か
り
の
文
化
財
は
他
県
で
も
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
こ
で
は
、当
館
の
蔵
書
の
中
か
ら
、他
の
地
で
開
催
さ
れ
た『
加
賀
百
万
石
』を

冠
し
た
展
覧
会
図
録
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
加
賀
百
万
石
城
下 

古
美
術
品
展
覧
会
目
録
」 

　

昭
和
十
三
年
／
会
場
・
高
島
屋（
大
阪
・
難
波
）／
主
催
・
金
美
会

「
加
賀
百
万
石
大
名
展
」

　

昭
和
四
十
一
年
／
会
場
・
宝
塚
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
主
催
・
前
田
育
徳
会
、日
本
経
済
新
聞
社

「
加
賀
百
万
石
大
名
展
」

　

昭
和
四
十
一
年
／
会
場
・
新
宿
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
／
主
催
・
前
田
育
徳
会

「
加
賀
百
万
石
美
術
工
芸
展
」

　

昭
和
四
十
一
年
／
会
場
・
仙
台
市
博
物
館
／
主
催
・
仙
台
市
、仙
台
市
博
物
館

「
加
賀
百
万
石
国
宝
と
茶
道
名
宝
展
」

　

昭
和
四
十
二
年
／
会
場
・
丸
物（
京
都
）／
主
催
・
前
田
育
徳
会

「
加
賀
百
万
石 

前
田
家
名
宝
展
」

　

昭
和
四
十
七
年
／
会
場
・
島
根
県
立
博
物
館
／
主
催
・
島
根
県
立
博
物
館

「
城
下
町
金
沢
を
ゆ
く 

加
賀
百
万
石
展
」

　

昭
和
五
十
八
年
／
会
場
・
岡
山
城
天
守
閣
／
主
催
・
岡
山
市
、山
陽
新
聞
社

こ
の
ほ
か
当
館
で
も
旧
館
時
代
に
、「
加
賀
百
万
石
名
宝
展
」昭
和
三
十
八
年
、「
加
賀
百

万
石 

陣
羽
織
と
百
工
比
照
」昭
和
四
十
二
年
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

※
開
室
時
間
は
、午
後
一
時
〜
五
時
。貸
出
し
、コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

きり　　かね

平成26年2月15日（土）～3月21日（金・祝）



7 BIJUTSUKAN DAYORI  No .368

小学生親子対象

「
工
芸
作
家
と
古
典
研
究
」

「
系
譜
で
見
る
石
川
の
日
本
画
」

寺
川 

和
子

前
多 

武
志

　

日（
土
）

21 　
日（
土
）

14

「
明
治
・
大
正
・
昭
和 

日
本
画
の
伝
統
と
変
革
」（
25
分
）

「
洋
画
と
日
本
画

－

日
本
近
代
美
術
の
出
発

－

」（
25
分
）

　

日（
日
）

22 ■
ビ
デ
オ
鑑
賞
会

午
後
1
時
30
分
〜　

美
術
館 

ホ
ー
ル　

入
場
無
料

　

申
し
込
み
な
し
で
参
加
で
き
る
小
学
生
親
子
対
象
の
鑑
賞
講
座
で

す
。各
講
座（
八
月
二
日（
土
）開
催
の「
ア
ー
トde

か
る
た 

を
楽
し
も

う
」を
除
く
）、日
曜
日
の
午
後
一
時
三
〇
分
開
始
、約
一
時
間
半
の
活

動
で
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
を
は
じ
め
と
し
た
作
品
と
楽
し
く
出
会

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。参
加
は
無
料
、ご
参
加
の
方
は
観
覧
料
も
無
料

に
な
り
ま
す
。

六
月
の
行
事
予
定

平成26年度 キッズプログラム

夏
休
み
制
作
体
験

　

夏
休
み
に
美
術
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
小
学
生
親
子
対
象
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。親
子

で
共
に
制
作
で
き
る
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
年
度
も
午
前
中

か
ら
講
座
開
始
で
お
昼
を
は
さ
ん
で
制
作
す
る
二
講
座
と
、午
後
開
始
で
学
年
を
問
わ
ず

ご
兄
弟
2
名
で
も
参
加
で
き
る
講
座
を
ご
用
意
い
た
し
ま
し
た
。

　

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、詳
細
は
来
月
掲
載
の
夏
休
み
体
験
講
座
の
欄
を

ご
覧
下
さ
い
。

第
一
回　

特
集
展
示 

夏
休
み
親
子
で
楽
し
む
美
術
館「
ア
ー
トde

か
る
た
」

「
ア
ー
トde

か
る
た 

を
楽
し
も
う
」　

8
月
2
日（
土
）と
10
日（
日
）

美
術
館
の
展
示
室
で
か
る
た
？
皆
さ
ん
お
馴
染
み
の
か
る
た
の
ル
ー

ル
に
の
っ
と
り
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
た
活
動
で
楽
し
い
美
術
鑑
賞
が

体
験
で
き
ま
す
。二
回
開
催
、お
好
き
な
日
に
お
越
し
下
さ
い
。

第
二
回　

特
集
展
示「
石
川
の
名
宝
」

「
石
川
県
の
お
宝
知
っ
て
る
？
」　

11
月
16
日（
日
）

私
た
ち
の
石
川
県
の
宝
も
の
に
は
、ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
知
っ
て
い

る
か
な
？
こ
の
講
座
に
出
れ
ば
、あ
な
た
も
石
川
の
お
宝
博
士
に
な
れ

る
か
も
。

第
三
回　

特
集
展
示「
風
景
画
の
魅
力
」

「
絵
の
世
界
を
旅
し
て
み
よ
う
」　

12
月
14
日（
日
）

画
家
が
毎
日
の
生
活
や
旅
先
で
出
会
っ
た
風
景
を
描
い
た
風
景
画
。

「
行
っ
た
こ
と
あ
る
？
こ
ん
な
と
こ
ろ
…
」「
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て

き
た
の
か
な
？
」あ
な
た
も
画
家
の
出
会
っ
た
絵
の
世
界
に
入
っ
て
一

緒
に
旅
を
し
て
み
よ
う
。

◆
１
・
２
・
３
年
対
象「
木
の
人
形
を
つ
く
ろ
う
」

８
月
１
日（
金
）　

10
時
30
分
〜
14
時
30
分

木
切
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
座
る
形
の
人
形
を
作
り
ま
す
。木
工
用
ボ
ン
ド
で
の
制
作

と
な
り
ま
す
、積
み
木
感
覚
で
楽
し
く
制
作
で
き
ま
す
。

◆
４
・
５
・
６
年
対
象「
型
染
め
で
お
し
ゃ
れ
T
シ
ャ
ツ
」

８
月
６
日（
水
）　

10
時
30
分
〜
14
時
30
分

身
近
な
も
の
を
簡
単
に
お
し
ゃ
れ
に
で
き
る
ス
テ
ン
シ
ル
感
覚
で
型
染
め
に
挑
戦
。

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
を
使
わ
ず
、し
か
も
連
続
模
様
も
で
き
る
方
法
で
あ
な
た
の
T

シ
ャ
ツ
も
お
し
ゃ
れ
に
変
身
。

◆
全
学
年
対
象「
も
み
紙
で
ア
ー
ト
」

８
月
４
日（
月
）　

13
時
30
分
〜
16
時

日
本
画
や
掛
け
軸
を
飾
る
表
具
な
ど
、古
く
か
ら
日
本
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
技
法「
も

み
紙
」。紙
が
次
第
に
布
の
よ
う
な
感
触
に
な
っ
て
い
く
も
み
紙
づ
く
り
と
、そ
の
も

み
紙
を
使
っ
て
の
も
み
紙
ア
ー
ト
に
も
挑
戦
。

特
集
展
示「
新
春
を
寿
ぐ

－

茶
道
美
術
を
中
心
に 

」、「
香
を
か
ざ
る
・

茶
を
た
の
し
む
」

「
茶
道
具
あ
れ
こ
れ 

̶

は
じ
め
て
の
竹
工
芸

̶

」1
月
25
日（
日
）

お
茶
道
具
の
鑑
賞
と
、抹
茶
を
飲
む
時
に
出
さ
れ
る
お
菓
子
を
食
べ
る

た
め
の「
マ
イ
菓
子
切
り
」を
制
作
す
る
体
験
講
座
。完
成
後
は
そ
の
菓

子
切
り
で
お
菓
子
を
頂
き
お
抹
茶
体
験
も
お
楽
し
み
下
さ
い
。（
菓
子

切
り
は
親
子
そ
れ
ぞ
れ
一
本
ず
つ
制
作
し
、刃
物
が
扱
え
る
四
年
生
以

上
が
対
象
で
す
。）

◆
体
験
講
座
を
含
む
鑑
賞
講
座

◆
鑑
賞
講
座

※
要
申
し
込
み

■
土
曜
講
座

午
後
1
時
30
分
〜　

美
術
館 

講
義
室　

聴
講
無
料



一　般 360円（290円）
大学生 290円（230円）
高校生以下　無料

コレクション展観覧料

午前9：30～午後6：00
今月の開館時間

ご利用案内

午前10：00～午後7：00 年中無休
カフェ営業時間

※（　　）内は団体料金

毎月第１月曜日はコレクション展示室
無料の日（6月は2日）
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6月の休館日
16日（月）～18日（水）

前田育徳会
尊經閣文庫分館 第2展示室次回の展覧会

花色裾紫糸威六枚胴具足
はないろすそむらさきいとおどしろくまいどうぐそく

所蔵品紹介243

銘（兜）明珎家次　（頬当左）金澤住人　（脛当右）雲海光尚作　前田孝和所用

近代の美術

人体彫刻 石川工芸の
昭和50年代

系譜で見る
石川の絵画

―日本画を中心に―

新収蔵品展
［日本画・油彩画］

北陸ゆかりの画聖たち
―長谷川等伯・久蔵・左近、久隅守景―

第6展示室第4展示室第3展示室 第5展示室

会期：6月19日（木）
　　 ～7月27日（日）

江戸時代

や
が
て
藩
独
自
の
特
色
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

兜
に
は
明
珎
家
次
、頬
当
に
は
雲
海
光
尚
の

銘
が
あ
り
ま
す
。雲
海
派
は
、兜
や
胴
な
ど
鉄
の

鍛
え
を
担
い
、奈
良
を
中
心
に
活
躍
し
た
春
田

氏
の
一
派
で
、三
代
藩
主
利
常
の
時
代
に
金
沢

へ
渡
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。藩
に
は
御
細
工
所
が

で
き
た
一
方
、町
方
で
甲
冑
製
作
に
携
わ
る
職

人
も
多
く
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

兜
は
鉄
錆
地
六
十
二
間
小
星
兜
。六
枚
胴
と

は
、胴
部
が
六
枚
よ
り
成
る
と
い
う
意
味
で
す
。

　

前
田
孝
和
は
、加
賀
藩
老
臣
前
田
対
馬
守
家

四
代
孝
貞
の
二
子
で
、人
持
組
前
田
勘
解
由
家

（
三
千
石
）の
初
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

甲
冑
の
見
ど
こ
ろ
は
、た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

兜
の
前
立
に
は
鋭
い
鍬
形
と
正
面
を
向
く
獅

嚙
、胴
は
黒
の
皺
皮（
馬
皮
や
牛
皮
に
漆
を
塗

り
、皺
を
出
し
た
も
の
）に
金
の
龍
が
輝
き
ま

す
。威
糸
も
裾
の
み
紫
、他
は
花
色（
縹
色
が
転

じ
、紺
色
を
こ
う
呼
ぶ
）と
い
う
珍
し
い
鮮
や
か

な
組
み
合
わ
せ
で
す
。こ
う
し
た
華
や
か
さ
と
、

多
様
な
工
芸
技
術
を
駆
使
し
て
製
作
さ
れ
た
の

が「
加
賀
具
足
」で
、本
作
品
は
そ
の
特
徴
を
よ

く
あ
ら
わ
し
た
一
領
で
す
。

　

更
に
、体
を
隙
間
な
く
防
御
す
る
た
め
、袖
、

籠
手
、頬
当
、佩
盾
、脛
当
な
ど
様
々
な
名
所
を

持
っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
細
部
に
至
る
ま
で
、

当
時
の
甲
冑
製
作
に
は
高
度
な
技
術
を
要
し
、

ま
え
だ
て

か
ぶ
とこ

て

ほ
ほ
あ
て

は
い
だ
て

す
ね
あ
て

な
ど
こ
ろ

て
つ
さ
び
じ

し

し
ぼ
か
わ

お
ど
し
い
と

は
な
だ

お
さ
い
く
し
ょ

か
み

※

第
2
展
示
室
に
て
五
月
二
十
二
日
か
ら
六
月
十
五
日
ま

　

で
展
示
。


